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女性労働に関わった仕事をしていたこともあり、女性労働の原点である野麦峠には、いつか

行ってみたいと思っていた。 

なかなか機会がなかったが、この度８０代も半ばを過ぎて、日本労働ペンクラブ創立４５周

年記念事業の一環として、労働遺産に認定した「野麦峠まつり」に参加することができた。 

野麦峠まつり前日の５月２３日（土）に松本駅に全員が集合して宿舎「仙洛」の送迎バスで

「松本市歴史の里」を訪問した。この施設は、市民による保存運動により旧松本区裁判所庁

舎が移築復元されたことに始まり、その後、歴史的建造物が次々移築されていったもので、

建物の野外博物館ともいえるものである。 

この中にカイコの繭から生糸を取り出す旧昭和興業製糸場（国の登録有形文化財、下諏訪町

から移転）、工女の宿泊宿宝来屋（松本市奈川から移転）、山本茂美の展示コーナーなどがあ

る。 

製糸場を見たときには、痛ましさに胸が張り裂けそうであった。薄暗い製糸場では、煮繭器

により煮沸された繭を入れる繰糸釜を前にして、工女は配繭から生糸繊維を繰り出し小枠

に巻き取る作業を行う。糸は細く長く、途中で切れることがないようにする繊細な作業であ

る。繰糸釜の中は熱湯がたぎり、室内温度は高く、水蒸気が天井の外気で冷え、大粒の水滴



となって雨のように落ちてくる。１２歳からの幼い少女たちの手は、どんなにか熱かったで

あろう。器用な子もいれば、不器用な子もいる。工賃は、出来高で支払われ、失敗が多い工

女の賃金は、損害賠償額を引かれて、マイナスになることもあった。また、成績を皆の前で

読み上げられ、競争心を煽られた工女の中には、逃亡を図り連れ戻された者もあると聞く。

劣悪な労働環境の中での長時間労働である。疾病率も高いことは当然の成り行きであった。 

宝来屋は、もとは旧野麦街道に面した宿で、飛騨高山から岡谷・諏訪を往復する工女の宿で

あった。囲炉裏を囲んで、工女は床の上に放射状に薄い布団を敷いて寝ていたほか、１００

名くらいの工女が宿泊するときには、「いどこ」といって、調理や食事に使われる部屋で重

なりあって寝ていたとのことである。食事は粗末なもので、長時間歩いてきた少女たちが冷

え切った体を休めることができたであろうか。 

翌２４日は、送迎バスで野麦峠の登山口のワサビ沢に到着し、１０時に出発式が行われた。

そこには、第４４回野麦峠まつりに参加のため小学生から中高年までの男女市民２００名

ほどの人が集まっていた。工女に扮した地元の小学生、若い娘さんを先頭に山頂を目指して

１．５kmを登って行った。若い娘さんの赤い腰巻がまぶしかった。私たち高齢者は、バス

で頂上を目指した。  

野麦街道は、信州松本と飛騨を結ぶ重要な街道であった。中央線が全通した明治末まで、工

女は、飛騨から約１６０キロの道のりを徒歩で信飛国境を越えて岡谷の製糸場に向かった。 

今は、街道の道路も舗装されているが、この野麦峠は昔のまま残されている。標高１，６７

２mの野麦峠は、難所であった。 

頂上にバスで到着した我々は、５月なのに寒くて、出店のうど汁、お助け小屋のコーヒーに

飛び込んだ。それにしても暮れの雪深い山道をワラジで雪と氷の峠を越えた工女は、どんな

に寒く危険な思いをしたことであろうか。 

お祭りには、郷土料理の出店があり、山頂広場では、糸引き工女の唄、子安諏訪神社祇園囃

子、野麦イササ踊りなどが賑やかに行われた。 

私が今度の旅で最も強烈に印象に残ったのは、頂上にある政井みねの碑であった。腹膜炎を

患い、重態であった２０歳の政井みねは、兄の作った背板に載せられて、飛騨を目指して野

麦峠の頂上まで来たが、「ああ飛騨が見える」といって息絶えた。美人と騒がれ、百円工女

ともてはやされた彼女は、松本の病院に入院させたいと思っていた兄の勧めにも故郷に帰

りたい一心で同意せず、野麦街道を幾夜も重ねて野麦峠の頂上に辿り着き、飛騨の山々を見



たときこと切れたのである。兄に背負われたみねは、美人ではあるけれど、老婆のように見

えた。疲労困憊していたのであろう。お助け小屋に掲げられた写真のみねは、若く美しかっ

たのに。 

「野麦峠はダテには越さぬ 一つは身のため親のため 男軍人、女は工女 糸をひくのも

国のため」工女宿宝来屋の前にある石碑の言葉である。 

明治から急速な近代化を推し進めた日本、その陰に若い工女の献身があったことを忘れて

はならない。 


